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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年2月7日(2008.2.7)

【公表番号】特表2007-517923(P2007-517923A)
【公表日】平成19年7月5日(2007.7.5)
【年通号数】公開・登録公報2007-025
【出願番号】特願2006-539902(P2006-539902)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  65/42     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  65/42    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   8/02    　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｂ   1/06    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月11日(2007.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１疎水性オリゴマー、イオン伝導性モノマー、及び該オリゴマーと該モノマーを結合
させるリンキングモノマーを含有するイオン伝導性コポリマーであって、
第１疎水性オリゴマーが式（ＡＢ）ｍＡ又は（ＢＡ）ｍＢで表わされ、
式（ＡＢ）ｍＡが（（Ａｒ１Ｘ１－Ａｒ２－Ｘ２Ａｒ３－Ｘ３）ｍ－Ａｒ１Ｘ１－Ａｒ２

－）ａで示され、
式（ＢＡ）ｍＢが（（Ａｒ３－Ｘ３－Ａｒ１－Ｘ１Ａｒ２Ｘ２）ｍ－Ａｒ３）ａで示され
、
イオン伝導性モノマーが式（Ａｒ７－Ｘ７－Ａｒ８）ｃで表され、
リンキングモノマーが－Ｒ１－Ａｒ９－Ｙ－Ａｒ１０－Ｒ２－で表される該イオン伝導性
コポリマー：
　上記の式において、
Ａｒ１、Ａｒ２、Ａｒ７、Ａｒ８、Ａｒ９、及びＡｒ１０は相互に独立してフェニル、置
換フェニル、ナフチル、テルフェニル、アリールニトリル、及び置換アリールニトリルを
示し、
１又は複数のＡｒ７及び／又は１又は複数のＡｒ８はさらにイオン伝導性基を含み、
Ｘ１は相互に独立して－Ｃ（Ｏ）－又は－Ｓ（Ｏ）２－を示し、
Ｘ２及びＸ３は相互に独立して－Ｏ－又は－Ｓ－を示し、
Ｘ７は単結合、－Ｃ（Ｏ）－又は－Ｓ（Ｏ）２－を示し、
該イオン伝導性基はＳＯ３

－、－ＣＯＯ－、Ｈ２ＰＯ３
－又はスルホンイミドを示し、Ｒ

１及びＲ２は相互に独立して－Ｏ－又は－Ｓ－を示し、
Ｙは単結合、－Ｃ（Ｏ）－又は－Ｓ（Ｏ）２－を示し（Ｙが単結合を示すときには、Ａｒ

１０は存在していてもよく、あるいは存在していなくてもよい）、
ａ及びｃは相互に独立して０．０１～０．９８の数を示し（但し、ａ＋ｃ＝１である）、
ｍは１～１２の数を示し、
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Ａｒ３は下記の化学式で表される基を示す：
【化１】

【請求項２】
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　第１疎水性オリゴマーと同一又は異なる第２疎水性オリゴマーをさらに含有する請求項
１記載のイオン伝導性コポリマーであって、該オリゴマーが式（ＣＤ）ｎＣ又は（ＤＣ）

ｎＤで表わされ、
式（ＣＤ）ｎＣが（（Ａｒ４－Ｘ４－Ａｒ５－Ｘ５－Ａｒ６－Ｘ６）ｎ－Ａｒ４－Ｘ４－
Ａｒ５－）ｂで示され、
式（ＤＣ）ｎＤが（（Ａｒ６－Ｘ６－Ａｒ４－Ｘ４－Ａｒ５－Ｘ５）ｎ－Ａｒ６）ｂで示
される該イオン伝導性コポリマー：
　上記の式において、
Ａｒ４及びＡｒ５は相互に独立してフェニル、置換フェニル、ナフチル、テルフェニル、
アリールニトリル、及び置換アリールニトリルを示し、
Ｘ４は相互に独立して－Ｃ（Ｏ）－又は－Ｓ（Ｏ）２－を示し、
Ｘ５及びＸ６は相互に独立して－Ｏ－又は－Ｓ－を示し、
ｂは０．０１～０．９８の数を示し（但し、ａ＋ｂ＋ｃ＝１である）、
ｎは１～１２の数を示し、
Ａｒ６は下記の化学式で表される基を示す：
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【化２】

【請求項３】
　第２疎水性オリゴマーが第１疎水性オリゴマーと相違するオリゴマーである請求項２記
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載のイオン伝導性コポリマー。
【請求項４】
　次式で表される請求項３記載のイオン伝導性コポリマー：
【化３】

式中、ａは０．０５～０．２の数を示し、ｂは０．０１～０．２の数を示し、ｃは０．５
～０．９５の数を示し、Ａｒは次式で表される基を示す：

【化４】

【請求項５】
　次式で表される請求項３記載のイオン伝導性コポリマー：
【化５】

式中、ａは０．０５～０．４の数を示し、ｂは０．０１～０．０４の数を示し、ｃは０．
２～０．９４の数を示し、Ａｒは次式で表される基を示す：

【化６】

【請求項６】
　ａ＝０．１３、ｂ＝０．０３６及びｃ＝０．８３４である請求項５記載のイオン伝導性
コポリマー。
【請求項７】
　請求項１から６いずれかに記載のイオン伝導性コポリマーを含有するポリマー電解質膜
（ＰＥＭ）。
【請求項８】
　請求項７記載のＰＥＭを具有する触媒被覆膜（ＣＣＭ）であって、該ＰＥＭの少なくと
も１つの対置面の全部若しくは一部が触媒層を有する該触媒被覆膜。
【請求項９】
　請求項８記載のＣＣＭを具有する膜電極アセンブリー（ＭＥＡ）。
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【請求項１０】
　請求項７記載のＭＥＡを具有する膜電極アセンブリー（ＭＥＡ）。
【請求項１１】
　請求項９又は１０記載のＭＥＡを具有する燃料電池。
【請求項１２】
　水素燃料電池を具有する請求項１１記載の燃料電池。
【請求項１３】
　メタノール燃料電池を具有する請求項１１記載の燃料電池。
【請求項１４】
　請求項１２又は１３記載の燃料電池を具備する電子装置。
【請求項１５】
　請求項１２又は１３記載の燃料電池を具備する電源。
【請求項１６】
　請求項１２又は１３記載の燃料電池を具備する電気モーター。
【請求項１７】
　請求項１２又は１３記載の燃料電池を具備する乗り物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　Ａｒ３及びＡｒ６は同一又は異なっていてもよく、各々下記の化学式で表される基を示
す：
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【化２】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
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【化１０】

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　Ａｒ３モノマーは相互に同一又は異なっていてもよく、下記の化学式で表される基を示
す：
【化１５】

　この場合、Ａｒ６モノマーは相互に同一又は異なっていてもよく、下記の化学式で表さ
れる基を示す：



(11) JP 2007-517923 A5 2008.2.7

【化１６】
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